
 

 

 

 

 

 

 

 

トロミをつける理由 

えん下状態が悪くなると誤嚥や窒息、低栄養などの障害が起こりやすくなります。食べ物や飲み 

 物にトロミをつけることにより、口の中で水分や食べ物がまとまり、むせなく安全に飲み込みや 

 すくなります。 

トロミ調整用食品とは 
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認定看護師 Newsレター第 90報 

摂食嚥下障害看護認定看護師の原口佳寿美です。 

昨年 12月 5日～12月 19日の 2週間 4東病棟に、「トロミサーバーデモ機」を設置しまし

た。患者さんのえん下状態で、トロミ剤を上手に使い分けていく必要があります。 

今回は「えん下困難者用トロミ調整剤」についてお話しします。 

 

えん下を容易にし、誤えんを防ぐことを目的に、お茶や水、食品にとろみをつけるためのトロ

ミ調整用食品で、えん下困難者が水分や栄養を摂取する際の使用に適している。 

飲み込みにくいと感じる方が、安心しておいしく水分や栄養を摂取するために、手間をかけず

に簡単にトロミをつけられるのが、「トロミ調整食品」です。 

 

トロミをむやみやたらにつけたらいいというものではありません。 

トロミの程度はその人の嚥下の状態によってそれぞれ異なります。 

トロミが強すぎるとかえってうまくのみ込めないことがあります。 

窒息の可能性もあるのでトロミのつけすぎには注意しましょう。 


